
 

ロシア出身。モスクワのグネーシン音楽大学（現ロシア音楽アカデミー）でウラジーミル・トロップに師事。１９９２年ロッテルダム（オラン

ダ）で開催された第４回エドゥアルド・フリプセ国際コンクールでの優勝後、オランダ、ドイツ、フランスなどで公演を行う。 

 

１９９７年からは日本を本拠地として活動。２００２年、スタインウェイ・ジャパンによる国内コンサートツアー。2003 年、サンクトペテルブ

ルク放送交響楽団と日本国内４都市で共演したほか、2005～06 年にはザ・シンフォニーホール（大阪）で４回にわたるリサイタル・シリ

ーズに出演。２００６年からは毎年京都でリサイタルを開催。日本デビュー20 周年を迎えた２０１７/１８年のシーズンには東京文化会

館・小ホールでシリーズ演奏会（全３回）を開催するなど、精力的な演奏活動を展開している。 

 

これまでにロッテルダム・フィルハーモニー管弦楽団、プラハ交響楽団、ロシア・シンフォニーオーケストラ、高雄市交響楽団（台湾）、

日本フィルハーモニー交響楽団、新日本フィルハーモニー交響楽団、東京交響楽団、東京都交響楽団、読売日本交響楽団、オーケス

トラ AfiA、神奈川フィルハーモニー管弦楽団、セントラル愛知交響楽団、京都市交響楽団、日本センチュリー交響楽団、大阪交響楽

団、兵庫芸術文化センター管弦楽団、テレマン室内管弦楽団、九州交響楽団、広島交響楽団、山形交響楽団などと共演。 

 

ＣＤ録音にも精力的で、これまでに多数のアルバムをリリース。「ショパン：ノクターン全集」（若林工房：WAKA-4143～44）は２０１０年度

レコードアカデミー賞（器楽曲部門）に輝く。２００６年度青山音楽賞受賞。２０１５年、第 27 回ミュージック・ペンクラブ音楽賞（クラシック

部門、独奏・独唱部門）受賞。２０１７年には初の著書「ピアノの名曲 聴きどころ 弾きどころ」が講談社現代新書より刊行された。 

オフィシャルサイト → http://www.mejoueva.net/  

 

 

寺岡 清高（ナビゲーター） 
 

早稲田大学第一文学部卒業。桐朋学園大学を経て、ウィーン国立音楽大学、イタリア・シエナの

キジアーナ音楽院で学ぶ。１９９７年同音楽院より「フランコ・フェラーラ大賞」を授与され、１年間

ジャンルイジ・ジェルメッティのアシスタントとしてロンドン・コヴェントガーデン、ミュンヘン・フィル

等に同行し研鑽を積む。これまでに指揮を高階正光、カール・エステルライヒャ、ウロシュ・ラーヨ

ヴィッチ、湯浅勇治、カルロ・マリア・ジュリーニ、ヨルマ・パヌラ、ネーメ・ヤルヴィの各氏に師事。 

２０００年ミトロプーロス国際指揮者コンクール優勝。以降、ヴェニスのフェニーチェ歌劇場管弦

楽団、サンクト・ペテルブルグ・フィルハーモニー交響楽団、オランダ放送管弦楽団、ウィーン室

内管弦楽団、イギリス室内管弦楽団を始め、イタリアを中心にヨーロッパ各国のオーケストラへ

客演。日本では２００１年に大阪交響楽団を指揮してデビュー。これまでに札幌交響楽団、仙台

フィルハーモニー管弦楽団、新日本フィルハーモニー交響楽団、東京シティ・フィルハーモニック

管弦楽団、日本フィルハーモニー交響楽団、名古屋フィルハーモニー交響楽団、セントラル愛知

交響楽団、関西フィルハーモニー管弦楽団、九州交響楽団等を指揮している。２００４年１月大

阪交響楽団正指揮者に就任。２０１１年４月以降は常任指揮として、２０１９年８月まで足かけ 15

年間、ウィーン世紀末のロマン派音楽を積極的にとりあげ続け、とりわけ２０１３年６月の第 176

回定期演奏会における「オール ハンス・ロット プログラム」は大きな反響を呼び、同年の大阪

文化祭賞を受賞した。 

ウィーン在住。 
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